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§１．研究成果の概要 

 
本研究では、量子光源を用いることで、標準量子限界感度を上回る超高感度性を有する誘導ラ

マン散乱(SRS)顕微法を実現し、複数種の小さな生体分子を、高感度性・高速性・分子識別能をも

って可視化する分子イメージング法を実現する。 

2020 年度の研究成果の概要は以下の通りである。 

小関グループでは、ピコ秒パルススクイージング実験を進めるとともに、スクイーズド真空場を導

入しつつ SRS 信号を取得し、量子増強効果により SRS 信号の雑音低減ができることを実証した。

並行して、従来の SRS 顕微鏡を用いた生体計測実験[1]やラマンプローブの実証実験[2]を進めた。

また、広帯域ラマン信号取得のためのファイバーパラメトリック発振器の設計、低雑音ファイバーレ

ーザーの開発を進めた。 

山下グループでは、高安定量子光源のためのファイバーレーザー光源、特にチャープドパルス

増幅器とパルス圧縮系の製作を進めた。 

安井グループでは、SRS を含むマルチモーダル顕微鏡を立ち上げと、ラマン検出の可能な種々

の分子の可視化実験を進めた[3]。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（1）小関グループ（東京大学大学院工学系研究科） 

① 研究代表者：小関 泰之 （東京大学大学院工学系研究科 准教授） 

② 研究項目 

・量子増強 SRS の原理確認 

・広帯域波長可変光源の検討 

・SRS イメージングの生物学応用 

 

（2） 山下グループ（東京大学大学院工学系研究科） 

① 主たる共同研究者：山下 真司 （東京大学先端科学技術研究センター 教授） 

② 研究項目 

・量子光源のためのファイバーレーザーの研究 

 

（3） 安井グループ（慶應義塾大学医学部） 

① 主たる共同研究者：安井 正人 （慶應義塾大学医学部薬理学教室 教授） 

② 研究項目 

・SRS イメージングの生物学応用 
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